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孫 中 山 と 中 国 留 日学 生

弘文学院を通 して 一

高 橋 強

1.序

創価大学の 目指す 「創価教育学」の提唱者 は、創価学会(そ の前身 は創価

教育学会)初 代会長の牧 口常三郎で ある。牧 口が20世 紀 の初め、中国留 日

学生の教育 に携わ っていた ことは、あま り知 られ ていない。牧 口は1904年

(1903年 の説 もある)か ら1909年 にかけて、東京 にあ った弘文学院に奉職

していた。

弘文学院 は、1902年 に嘉納治五郎 によ って創立 された中 国留 日学生の為

の学校であ った(1903年 か ら宏文学院 とな ったが本稿では弘文を使用)。19

世 紀末、清 国高官の張 之洞 は人材育成 の急務 を感 じ、『勧学篇』(1898年)

を著 し日本留学 を促進 した。 日本は中国か ら近 く、西洋の学問が学べ、かつ

近代化が吸収で きるか らである。張は 日本政府 に、 日本 におけ る中国人留学

生の教育を要請 した。嘉納は当時、東京高等師範学校の校長を務めていたが、

政府か らの要請を受けて中国留 日学生の学校 を創立 した。嘉納 はまた講道館

柔道 の創始者で もあ る。

牧 口は1903年 に出版 した 『人生地理学』 で、世 に知 られ るところ とな っ

た。出版す るや否や多 くの新聞、雑誌が取 り上げ、それが嘉納の 目に止 まり、

地理学講師 と して弘文学 院への奉職 となったもの と思われ る。嘉納 は、講師

の採用については大変力を入れ、多 くの著名 な学者 と、新進気鋭 の学者を揃

えた。前者には、教育学 の波 多野貞之助、理科教授法 の棚橋源太郎等があげ

られ、後者 には、 日本語教育の江 口辰太郎、松本亀次郎等があげ られ る。松
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本 は後 日、東亜 高等予備学校 を創立(1913年)し 、 日本 に留学 で来た周恩

来 にも教鞭をと っている。松 本もr佐 賀県方言辞典』 出版が、弘文学 院奉職

の切 っ掛 けにな った。

弘文学院は、官費あるいは私費を問わず学生を受け入れ、3年 制の普通科

以外 に、1年 、8ヶ 月、6ヶ 月の速成科の師範 、警務、理化 、音楽等 の学科

を設 けていた。中国留 日学生の学校 の中では、その創立は一番古 く、在学 し

た学生 の数 も最 も多か ったので、名前の知れ た学校であ った。1909年 に閉

校す るまで、実に約7千 名 の学生 が同学院で学 んだ。

弘文学院の在籍者にっいては、蔭山雅博氏により既に名簿が作成 されてい
{1)

る。 同名簿 のその後 の職歴 を整理す ると、多 くの人材を育てている。例えば

大学関係者 という視点で見てみ ると、9名 の学長、萢源廉(北 京師範大学)、

李書城(北 京陸軍大学)、 趙福寿(北 京医科大学)、 関贋麟(交 通大学)、 張

鋳(上 海交通大学)、 候鴻鑑(上 海致用大学)、 経亨願(広 東大学)、 黄際遇

(開封中山大学)、 胡元俵(湖 南大学)、 そ して34名 の大学教授 ・教員(例

えば北京大学14名 、北京女子師範大学3名 、内1名 は魯迅)を 輩 出 してい

る。

同名簿 の中には、孫中山と交流があ った人物 も実 に多 く見受け られ る。例

えば、黄興、陳天華、呂志伊、林覚民、李書城、劉揆一、万声揚、李四光、

楊度、張継、朱少穆、張華潤等であ る。他の資料等を整理す ると、職翼垂、

宋教仁、章柄麟、胡漢民、陳可釣、黄鯨英、楊時傑 を付け加え ることがで き

る。

その他、特 に傑 出 した同学院 出身者 と しては国民党の長老 ・呉敬恒、中国

共産党創始者 の一人 ・陳独秀、民国は じめ教育総長に就任 した萢源廉等がい

る。

本論文は、これ ら弘文学院出身者及 び弘文学院 を通 して、同学院が存在 し

た当時の孫中山と中国留 日学生 との関係 を、再度考察す ることを 目的 と して
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い る 。

2.中 国留 日学生 と弘文学院

1896年3月 、清 国駐 日公使裕庚か ら西園寺公望外相 に、清国派遣 の留学

生 を然 るべき教育家に依託 したい 旨の依頼があ った。西園寺外相は当時文相

を兼任 していたので、早速高等師範学校長を していた嘉納治五郎 に依頼 した。

嘉納は これを引き受け、神 田に1戸 屋 を借 りて学校兼寄宿舎 とし、高等師範

学校教授の本 田増次郎を教務主任 とし、学生 と起居を共 に して教育に当た ら

せた。彼等が 日本における中国留 日学生 の最初で、唐宝鍔、朱忠光、胡宋瀬、

職翼畳、呂烈煙、呂烈輝 、漏闇護 、金維新 、劉麟、韓寿南、李清澄、王某、

趙某の13名 であ った。嘉納 の名前の ない学校は1899年 、3年 間の教育を終
{2)

えた。13名 の中で卒業 したのは、7名 であ った。唐宝鍔、胡宋銃 、職翼壷

はさ らに東京専門学校(早 稲 田大学の前身)に 進んだ。

1899年10月 か らは、学校 を亦楽書院 と命名 した。両湖(湖 南 ・湖北)総

督張之洞 、清国公使李成鐸 の請によ る7名 を入れ、留学生は計13名 の出発

で あった。 この班 は、その後 の入学者を加え、普通科第2回 卒業生(30名)

として1902年12月 に卒業 した。

留学 生の急増 に伴 い亦楽書院が手狭 にな り、1902年4月 に牛込区に弘文

学院を設立 した。魯迅は認可 されたばか りの同学院に、第1号 クラスと して

入学 してい るQ規 則上では入学時期は9月11日 、卒業は7月10日 であ った。

当時 同学院 には、警務科(北 京警 務学堂 か らの留学生26名)、 速成 師範科

(湖南省留学生10名)、 普通科(磯 務鉄路学堂か らの留学生6名)の3科 が
{3)

あ った。丁度同 じ頃、魯迅 は普通科で、黄興、楊度、萢源廉 は速成師範科で

学 んだことになる。萢 は在学中、教授の通訳 ばか りで な く、嘉納や教師学生
(4)

の間に立 って、意志の疎通 に尽力 したそ うである。同 じ年、湖北か ら万声揚 、

李 書城 も入学 し速成師範科で学 んでい る。1903年 になると、劉揆一、陳天
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華、朱少穆が、1904年 には呂志伊、李四光、宋教仁が入学 して くる。

留学生 の増加 は続 き、それ に伴 い、1903年 には大塚校舎、1904年 には麩1

町校舎 、真嶋町校舎、猿楽町校舎、巣鴨校舎 を設置 している。留学生 は、寄

宿舎に入 って生活を共に しなが ら勉強す ることを本体 と し、当初 は同学院内

にこれ を併置 していたが、後には同学 院の外 にこれを設けて弘文学院外塾 と

称 し、監督 ・指導の教職員を配 して、教育の徹底 を期 した。外塾 も留学生の

増加 と共 に逐次増加された。

当時 の舎寮 の規定時間は、6時 起床 、6時 半行礼 、7時 朝食 、8時 よ り

12時 自修、正午昼食 、1時 か ら5時 授業、6時 夕食、5時 半か ら9時 入浴、
{5)

9時 半行礼、10時 消灯であ った。

学生数は一定ではないが、最盛期 の1906年 末で は、普通科4班1013名 、

速成師範科6班372名 、湖北省班、速成理化科4班166名 、その他5名 、計

1556名 にのぼ り、その教育等 に当た った教職員数を見 ると、学 院長1名 、

教i授 ・講i師85名 、事務員33名 、雇員18名 、臨時職員37名 、計174名 であ っ
(6)

た。当時の中国留日学生数は、約8000名 であった。

同学院は当初、普通科、速成師範科、警務科の3つ の課程から出発 したが、

相次いで来 日する留学生の多様 な要求に応えて、短期の内に特定の技術 と知

識の修得を目的とする各種速成科を随時開設 した。師範教育の一環 である理

化速成科、理化専修科、速成音楽班、高等理科速成班、地方官吏養成のため

の速成普通科、技術者養成のための速成工業講習班等があった。留学生の大
くフ　

半はこれ ら各種速成科 に在i籍した。

劉揆一・は速成普通科 に、朱少穆は普通科 に、呂志伊は速成師範科 に、李四

光は普通科に、林覚民は普通科(1907年 入学)に 各 々在i籍した。

同学院の教育の特色は次の点があげ られ る。第1は 全学生塾舎生活を本体

とす ることで あ る。1903年 に 「通学生規則」 が定め られ 、学生 の通学 が認

め られ るようにな ったが、それに伴 い外塾 を設置 していった。第2は 日本語・
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日本文研究に熱心であ ったということであ る。 日本語担当者は毎月1回 日本

語会 を開き共同研究 に取 り組 んだ。第3は 理科教育を重視 した ことであ る。

中国の道徳教育は進 んでいたが、 自然科学の数学、物理学 、化学等 は低調で

あったので、実験 を重視 した指導が採用 された。第4は 運動部 の設置 と運動

会の開催である。学生、教職員の健康 、体力の向上に留意 し、運動 を奨励す

るために、運動部を設け、運動会を春秋2季 開催 していた。第5は 講義録の

作製である。留学生は卒業の際、各講師の講義 ノー トを持 ち寄 って一つにま

とめ印刷 し、帰国後、それを使用 して教授 した りした。 しか し往h誤 記があ っ

たので、この弊害を改め るために、学 院と して講義録 を編集 し、これを持参

し帰国させ ることに した。

同学院の教育内容は、特 に教職専門教育においては当時 日本の師範教育の
(8}

実際と比べ、質量 ともに充実 していたと言われ る。牧 口が担当 していたのが

地理科 と言 うことなので、 ここでは特 に歴史地理教育の教育 内容 を紹介する。

同学院で重要視 していた教育内容の一つであ った。

同学院の歴史地理教育は、地理学及び世界歴史 をもって構成 された。地理

学の学習内容は、天文地理、 自然地理、人文地理、アジア州、大洋州、 ヨー

ロ ッパ州、アフ リカ州、北アフ リカ州、南アフ リカ州各地理がそれであ る。

当時は、官学の 自然地理学が中心であ ったが、人文、社会科学系の地理学 も
(g}

取 り入れ、同学 院のユ ニークさがわか る。五大州の 「動植物の形状 と分布」

及び 「人類の種類、風俗習慣 、政事、宗教、教育」を理解 させ る内容編成を

とった。 アジア州の学習内容は大 日本帝 国か ら始め、次いで韓 国、清国、さ

らにイ ン ド、シベ リア、中央アジア、南洋諸島へ と続 いている。

こららの学習内容のうち、弘文学院のもっとも重視 したのが清国地理学習

であ り、 これの学習には、全学習時間の5分 の1を 充 てた。その内容をみ る

と、地勢、気候 、天然資源、住民、交通、海運 、外国貿易 をもって編成 され

てお り、清国の客観的 な地理状況を留学生に理解 させ ることが、この項 目の
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(10)

学習 目的であ った。

牧 口の 『人生地理学』では、「動植物の形状 と分布」は同書第20章 植物 、

第21章 動物 に、「人類 の種類」は第22章 人類 に、「政事 、宗教 、教育」は第

24章 社会の分業生活地論 に、「地勢」は第1篇 人類 の生活処 と しての地 に、

「気候」 は第19章 気候 に、「交通 、海運 、外 国貿易」は第27章 産業地論 に

各 々対応 させ ていた。同書 には第28章 国家地論、第30章 生存競争地論、第

31章 文 明地論等ユニー クな内容 も含 まれている。

当時の同学院留学生は、前述 の通 り全員寄宿舎生活す ることを本体 と し、

学費年額300円 で、 これ によって、学寮費、教育費、食費、衣服費、柴炭燈

油費、小遣金費等 を一切賄 った。月額 に して、学 寮費約10円 、授業料約2

円、その他約13円 、計月平均25円 とい う経費 は、経営側 としては大 きな困

難を伴 った と言われている。

魯迅たちと同室 になった沈迫民は、当時の学生生活 を回想 し、次のように

述べている。

「われわれ8人 は1つ の寝室 に一緒 に住 んだ。弘文の規定で は一つの寝室

に住む メンバーが、ほかに 自修室 も与え られ、寝室は2階 に、 自修室は階下

にあ った。 どれ も手狭で、8人 が一塊 りの生活だ った。夏場の寝室では、8

人で一枚の 日本式蚊帳 を共用 して、暑 さを しのいだのである。

手紙で言及 され てい る"繧 之""強 士""季 献"の3人 は、いっ も自分た ち

の 自修室 に来 て、お しゃべ りを して、親密 なっ きあいを していた。

あの頃、私 も魯迅た ちも20歳 過 ぎの青年だ った。1日 中狭 い 自修室 に集

まって、ある時 には互いに検討 して文字や言葉を推敲 し、新 しい知識をと渇

望 し、ある時には気宇雄大な考 えを語 り合い、 目指す ところは光復だ った し、

ある時 には濁酒 を痛飲 して"狂 論"を 高々と歌い上げた。何れ に しろなか な

かの元気で、澄刺 としていた ものだ。当時は中 国の半植民地化 の勢 いがいよ

いよ強 まって、帝国主義の中国略奪競争がいよいよ激 しくな り、中国の民族
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的危機はいよいよ深刻になり、それ らに反対す る戦いも勢いよく展開され
くエ1}

た。」 尚、当時 の 「弘文学院約束学生章程」 によると、学生はその本分 を
(12)

守 り政治に関す る事 を論 じてはいけなか った。

留 日学生数 の最盛期 は1905年 、1906年 頃であ ったが、実 は1906年 頃か ら

清国政府 の留学生 日本派遣政策に変更が見 られ、その数は次第 に減少 して行

くのである。留学生は中等以上の学力を有 し、 日本語に通ず る必要がある、

という留 日学生制 限の規定が出され 、また速成留学生の派遣を停止す る内容

の通電が発せ られた。1907年 には既 に早 くも留学生数 は減 少 し始め、1909

年 には約5000人 とな り、1911年 に辛亥革命が起 こると共 にほとん ど全部 が
{13)

帰国 して しまった。

清国政府 の留学生 日本派遣政策 の変更の背景には、主と して次 の原因があ

げ られ ると言われている。第1は 日本留学 を終 えた帰国者が、中国の教育界

に特 に初等教育の面で、力を発揮 し始めた ことである。第2は 西洋の教育勢

力の中国進入で ある。 この傾 向は1905年 、 日本政府 による清 国留学生取締

問題を機 に顕著になっでい った。第3は 日本人教師の評判である。学識、品

性 ともに優れ、中国人教育 に熱心な教 師も少 な くなか ったが、多数の中には
(14)

教師 としてどうかと思われ る人物 もいた。

以上の点を遠因とす るならば、1905年 の清国留学生取締問題 は直接 の切 っ

掛け となったと言 っても過言ではないように思われ る。1905年11月 、文部

省は清国留学生取締規則を公布 した。留 日学生が問題 に したのは、第9条 の

「校外 の取締」 と第10条 の 「性行不 良」であ った。特 に性行不 良とは堕落

学生 ともとれ るし、革命派 の学生 ともとれ る。 日本政府は前者であ ると釈明

している。

留 日学生は同規則 に反対 し、弘文学院か ら東京各校 に同盟休校を企て、文

部省が 同規則 を撤廃 しない場合は一斉 に帰 国す ると宣言 した。12月 中旬か

ら帰 国が姶 まり、約2000名 の学生が帰国 している。 この混乱 は1906年1月
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中旬 まで続 き、各学校 に約3分 の1が 復帰 ・就学 して一応落着いたが、従来
(15)

の留 日一辺倒に暗い影を宿すことになった。

尚、留 日学生の対応は誤解から生 じたと評す る意見もある。即ち 「留学生

と、支那に勃興 した革命運動 との関係は密接なものがあ り、(略)日 本は革

命運動の温床の如 くであった。されば清国の官吏は、革命思想を抱 く青年が

日本に留学す ることを防止せんとし、駐 日公使票鉤の如きは、留学生派遣を

停止せんことを清廷に密奏 したことがあり、此事、極めて留学生を刺激 した

る時に、文部省の取締規則、発令されたるを以て、留学生は、文部省と公使

館との間に連絡あるものと誤解 したるが、此の留学生の反対運動の動機であ

るようである。たとえ留学生の誤解であったにせよ、かかる時機に、かかる
(16)

取締規則 を出 したことは得策ではなか った。」 と。

この清国留学生取締問題は弘文学院にも大 きな影響を与え、留 日学生の一一

斉帰国のため麹町、真 嶋、猿楽町 の3分 校を閉鎖 ざるを得 なか った。1906

年 には復帰 した留学生 のために 白銀 分校 を増設 している。その後1907年 以

降の留 日学生 の減 少に伴い、同学院は1909年7月 、卒業式兼 閉校式 を行 い

閉鎖 した。入学者は総計7192名 、卒業、修業者は3810名 であ った。

3.中 国留 日学生 と辛亥革命

中国留 日学生が辛亥革命に果 た した役割 にっいては多 くの研究者 によって

論 じられているが、主 として次 の点があげ られ る。

(1)指 導者層や組織 の基礎 を構築 した。1905年 に設立 された中国革命

同盟会東京本部 には、多 くの中国留 日学生が参加 していた。成立大会に

は甘粛省 を除 く17省 の代表数百人が出席 した。1905年 か ら1907年 にか

けて会員は379名 であ ったが、その 内354名 が中国留 日学生であ った。

同盟会の庶務科、書記科、評議員、「民報」編集等の重責 も担 っていた。

また会員留学生は、彼等が上海、重慶、香港、煙台、漢 口、遼東 、河北
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等 に設立 した同盟会支部や、同支部所属の各省分会 を機能的 に配置 し、

全 国的な同盟会 のネ ッ トワー クを構築 した。

(2)意 識形態 の領域で思想的な基礎 を構築 した。 広範 な宣伝活動は、中

国留 日学生 の重要 な活動 内容であ った。集会や デモや講演 等 を通 し、孫

中山の革命思想 を広 めた。特に 日本で創刊 された80余 種類の期刊雑誌

や、中国で創刊 された数十種類の刊行物は、辛亥革命のために世論の準

備 を推進 した。

孫中山は中国留 日学生 の国内での宣伝活動を評価 した折 り次のように

述べた。即 ち 「我が党が曾て 日本で組織 した同盟会の会員は、1万 人余

りの学生 に過 ぎないが、彼等 は帰国後、各省に赴き宣伝 を行 ったので、

辛亥年間の武 昌蜂起が先頭 に立 って一声掛 けた ら、全国に響 き、半年 も

立た ない内に、全国を統一す る大 きな効果 を収めた。」 と。

(3)多 くの優秀 な指揮官や戦 闘員 を育てた。 辛亥革命前夜10余 年間、

0連 の反清朝革命闘争は
、その大半は中国留 日学生により画策 され、彼

等は直接指揮官や戦闘員 として参画 し、大 きな貢献 を成 した。

1906年 の捧測 醗蜂起 、1907年 の黄 岡蜂起 、七女湖蜂起 、鎮南関蜂起 、

1908年 の欽州馬篤山蜂起 、河 口蜂起、1911年 黄花岡蜂起(72名 の烈士の内、

8名 は留 日学生で、その内の陳可釣、林覚民は弘文学院出身者)等 、そ して

中国封建制度の末 日を告げた武 昌蜂起 、それ に続 く各省での蜂起(雲 南蜂起

では40名 の リーダーの中で31名 が留 日学生 で、その内の呂志伊、_.,一一,,.英は

{17)

弘文学院出身者)や 独立運動において、重要な役割を果た した。

4.孫 中山 と中国留 日学生

4-1.中 国留 日学生 との接触

(1)1898年 以降、中国の各省 は清朝の規定 に基づ き、 日本 に留学生を派

遣す ることを決定 し、1899年6月 には始めての留学生60余 人が東京 に着 き、
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以 後 公 費 や 私 費 の 留 学 生 が 陸 続 と 日本 に渡 って来 た。 あ る統 計 に よ る と、

1901年 は274人 、1902年 は608人 、1904年 は2400人 、1905年 は8000人 、

(Z8)

1906年 は12000人 であ る。

当時の中国留 日学生 にと って孫中山の存在 は、「その名前 を聞いて久 しい

が、その人物 に会うのは難 しい」 と言 ったものであった。次のようなエ ピソー

ドもある。呉敬恒 が1901年 日本 に渡 った頃、友人が孫 中山を紹介 しようと

言 った折 り、呉 は 「1898年 以前、孫中 山の名前 を聞 いた ことはあるが、彼

は海賊 と して一流の人物 にす ぎないだけであ って、知 り合 うのは適切ではな

い。」 と答 えている。

一一方、孫中山もロン ドンで監禁事件 に遭遇 して以降は、身の安全 と革命の

前途 を思慮 し、中国人との往来 を慎重 に していた。特 に 日本には清朝 の官吏

等が多 く、慎重 にならざるを得 なか った。 当時、孫中山は少数 のエ リー トで

革命活動 を進めていた。即 ち会党や華僑 に頼 って推進 してお り、 この ことが

多 くの中国留 日学生 との連係 を妨げる主た る原因となった。

恵州蜂起 に失敗 した孫中山は、1900年11月19日 に横浜 に着 き、1903年

まで 日本に滞在 した。孫中山が最初 に知 り合 った中国留 日学生は広東か らの

漏 自由G馬 鏡如 の子息)や 王寵恵(王 燈子の子息)で あ った。その後広東か

らの留 日学生、蘇曼殊、鄭貫一、李 自重等が、 しば しば孫中山の住居 を訪ね

るようになった。1900年 か ら1901年 春 にかけて、広東 か らの留 日学生が増

え、孫中 山の横浜 の寓居で広東独立-協会設立(1901年 春設立)に つ いて討

論す るようになった。その背景 には、当時 フランスが広東をその勢力範 囲に

収めた ことがあ った。

1901年6月 、孫中山は秦力 山、沈翔雲、職翼 壷等が 「国民報」 を創刊す
t19)

るのを援助 している。取 は1896年 に中国か ら最初 に官費留学生 と して派遣

されて来た13人 の一人で、弘文学院の前身である嘉納の私塾で学んだ。

こう した広東か らの留 日学生の他 に、湖北か らの呉禄貞 もいた。呉は宮崎
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酒 天 の紹介で孫中山を知 ることにな った。その後、呉は伝慈祥、鉦永建、沈
(20)

翔雲、」栽翼蟹等を孫中山に紹介 している。

1902年 春、「国民報」の編集者の秦力山と章柄麟が横浜に孫中山を訪ね、

土地 ・税制等の改革問題を討議 し、共に 「均田法」を制定 しようとした。こ

れを契機に、章 と秦は4月26日 東京で開催される 「支那亡国二百四十二年

紀年会」に孫中山を招き、孫中山は横浜の華僑と共に留学生のこの紀年会に

出席 した。同紀年会は、清国の駐 日公使の要求により日本の警察当局により

禁止された為、孫中山と留日学生は別の形式で実施された。 しかしこの事は、
{21)

孫中山と中国留 日学生 を結ぶ大 きな切 っ掛けとなった。

1903年1月29日 、東京 で留 日学生の新年会 が挙行されたが、留 日学生の

馬君武 と劉成禺が駐 日公使 を前 に、公然と清朝を打倒 し救 国すべ きであると

演説を した。 この時の演説内容は事前 に孫中山か ら教示 を受けていたと言わ

れ る。

1903年4月 、東京 の留 日学生は ロシア侵略排撃 の拒俄運動を展 開 した。

留 日学生 の鉦永建 、藍天蔚 、黄興 らを リー ダー と し、4月29日 東京 の錦輝

館で500余 人が参加 した集会 を開催 し、ロシアの中国侵略 を糾弾 し、その後

拒俄義勇隊を組織 し、軍事訓練を始めた。孫中山が この運動 にかかわ ったか

どうかは不 明であるが、留 日学生 の軍事学 を学ぶ希望 に応 じ、8月 、東京青

山練兵場の付近 に青 山軍事学校を設置 した。

1903年 の8月 か ら9月 にか けては、程家裡、馬君 武、劉成 禺、胡毅生 、

鄭憲成、楊度、李書城、朱少穆等 の各省留 日学生有志数十名が孫 中山を訪ね
(22)

ている。楊度、李書城、朱少穆も弘文学院に籍を置いたことがある。李書城

の回顧によると1902年 梁啓超が 「新民叢報」を創刊 し立憲君主を主張 した

頃は、「留学生で梁啓超に迎合す る者少なくなく、弘文学院学生でも多 くが
(23)

梁啓超 を崇拝 していた。」 とあり、その変化を見 ることができる。

拒俄運動後、孫中山を訪ね る留 日学生が後 を絶た なくなったが、その背景
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には宮崎 の 「三十 三年 之夢」 との関係 も見逃せ ない。「三十三年 之夢」 は

1900年 の恵 州蜂起 までの孫中 山の革命運動 に対す る援助 を中心 とす る宮崎

の自伝的作品で、1902年1月 か ら 「二六新報」 という新聞 に連載 され てい

た(発 行部数15万 部)。

東京の留 日学生は拒俄運動を通 し、「湖北学生界」、「遊学訳編」、「江蘇」、

「漸江潮」、「新湖南」等 、民族主義 を呼び掛 ける雑誌を多 く創刊 した。 こ

れ らの雑誌では孫中山に関す る報道 も紹介 していた。 このような状況は孫 中

山を勇気付 けた と言われてい る◎孫 中山は9月21日 には、留 日学生 の雑誌

「江蘇」第6期 に 「支那保全分割論」を発表 し、留 日学生 の彦仲榿 、何香凝
く　

等 と革命救国の方法 を討論 した。

孫中山は同年9月26日 に横浜 か らホノルルに向か うのであ るが、 この3

年間の 日本滞在は、孫 中山と留 日学生 との相互の理解 を深 めるのに大 き く役

立 った。 しか し、留 日学生が孫 中山を革命の リーダーと して仰 ぐのは後 のこ

とであるQ当 時の留 日学生 はまだ革命を実践す る段階ではなか ったので、孫
(25)

中山は革命の先駆者ではあ ったが、彼等の リー ダーで はなか った。

(2)孫 中山が 日本 を離れ る前後 、 日本の中 国留学生教育機関において、

1、2年 の速成科を卒業 した中国留 日学生の一部 も帰国 した。彼等の多 くは、

日本で身 に付けた革命思想 を宣伝 しなが ら、中国国内で清朝打倒 の準備 を開

始 した。

その中の一人に黄興がいた。黄興 は1902年 、 日本への留学生 に選 ばれて、

弘文学院の速成 師範科 に入学 した。1903年4月 、拒俄義勇隊 に参加 し、軍

国民教育会 の帰国 して革命運動を行 う、 という方針 にの っとって、帰国 して

「華興会」 を組織す るのである。黄興は湖南の明徳学堂 の教員 となり、革命

思想の宣伝 にっとめた。 同年6月 、武 昌の文普通学堂で排満革命 の演説 を行

うが、当時、宋教仁は同学堂の学生 として演説 を聞いている。黄興は 「革命

軍」「猛 回頭」等のパ ンフ レッ トを学生、軍隊、民間 に配布 しなが ら、同年
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11月 に長沙で劉揆一 、陳天華 、宋教仁等 と共 に革命団体 「華興会」 を組織

した。劉 も陳 も1903年 に弘文学院に学んでいる。1904年 に長沙蜂起 を計画
(2&)

したが、未然に発覚 し、陳天華等と共に再び日本に渡るのである。

東京に渡 った黄興は、雑誌 「二十世紀之支那」の発行を宋教仁や陳天華 ら

と計画 した。またこの 「二十世紀之支那」社は、それまでの留学生の出 した

雑誌が出身省別のものであったのに対 して、湖南省出身者を中心とした各省

出身者の寄 り合いであり、統一的な革命組織の 「中国革命同盟会」の母体の
(27)

一 っ に な った
。

4-2.中 国留 日学生と中国革命同盟会

(1)孫 中山は1905年7月19日 、約2年 ぶ りに 日本 に戻 り横浜 に到着 し

た。 この時東京の中国留 日学生の間には、革命的風潮が盗れていた。中国留

日学生数は、孫中山が 日本 を発 った1903年 の1300名 か ら8000名 に増加 し、

民族意識に 目覚めた学生の中には衰微腐敗 した清朝を打倒すべきという革命
(28)

思想 を抱 く者が多 くなった。

当時、華興会や光復会等種hの 革命団体が存在 したが、各h地 域性が強 く、

かっ分散的であ った。 この状況を、孫中山の来 日を機 に統一に導いた人物が

いた。それ は宮崎酒天であ った。7月19日 日本 に到着 した孫中山は、宮崎

に 「留学生中に共に事をなすべき有為の人物があれば、それ らの士 を紹介 し

て くれ」 と頼 んだ。7月 下旬、宮崎は孫中山を案 内 して牛込神楽坂 に黄興 を

訪ねた。宮崎 と黄興は、黄興が 日本 に留学 した1902年 冬 あるいは1903年 春

東京で知 り合 っている。孫中山は黄興、張継 、宮崎、末永節等 と革命派 の連

合問題 を検討 し始めた。7月28日 宮崎は孫 中山を案 内 して 「二十世紀 之支

那」社を訪ね、宋教仁、陳天華等を紹介 した。孫 中山は彼等に連合 の必要性

を説明 した。

7月29日 、黄興 、宋教仁 は神楽坂 の黄興の寓居 において、華興会 の会員
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等 と共 に孫中山の興 中会 と連合す ることを協議 した。30日 、赤坂 区檜 町の

内田良平等 の黒竜会で、中国革命同盟会成立準備会が開かれ、孫中山、黄興、

張継、陳天華、宋教仁、漏 自由等、興中会、華興会、光復会等 の会員、中国

各地か らの留学生等を含む70余 名が出席 した。

この時、弘文学 院出身の呂志伊、張華潤 も5名 の雲南代表の一員 と して出

{29)

席 している。更に当時16歳 であ った李四光 も出席 している。李 は弘文学 院

に入学(1904年12月)し て来た宋教仁 によ り革命思想 に触れた。李 の回顧

によると、当 日有名 な孫中山に会えるということで感激 して参加 し、孫 中山

に頭 を撫で られ なが ら 「君のように若 くして革命 に参加できることは大変よ

(30)

う しい。勉学 に専心 し国の為に役立 ってほ しい。」 と激励 された という。そ

の他、弘文学院出身 と しては李書城、朱少穆 も出席 した。

8月13日 、黄興、宋教仁、張継等が中心 とな って麹町区富士見楼で東京

中国留 日学生 の孫中山歓迎会が開催 され た。大会 には1000人 以上の留学生

が出席 し、空前の盛況であ った。孫中山は民族主義を中心と した演説 を行い、

青年留学生等の共鳴心を呼び起 こ した。 このことにより青年留学生等 に対す

る孫中山の リーダー的地位 が確立 し始めた。

8月20日 、中国同盟会の成立大会が赤坂霊南坂の坂本金弥宅で開催 され、

黄興の提議 によ り孫中山が総理 に選 出され、黄興 が執行部庶務長 に推薦 され

た。同執行部 には多 くの弘文学院 出身者が入 っている。例 えば庶務科 には張

継、劉揆一・が、書記科 には胡漢民が、司法科 には宋教仁が各h就 いてい る。

加盟者は300余 名、その大半 が青年留学生であ った。成立後3ヶ 月 に して、
(31)

中国同盟会に加盟するものは中国留日学生の大半を占めたと言われる。

過去の興中会は広東人と華僑が絶対多数であったが、中国同盟会は湖南、

湖北、広東省を中心に甘粛省以外の各省の人々が参加 して全国的な革命組織

になり、その基盤も華僑か ら青年知識層に拡大され、華僑の財政的支援、青

年知識層の宣伝 ・指導的役割、国内における会党、というこの三者の結合に
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より、孫中山の革命運動は新たな段階に発展 した。

(2)同 盟会成立大会で宋教仁等が編集 していた 「二十世紀之支那」を同

会の機関誌 にす るよう決定 した。その後 同雑誌は発展的に解消され、同年

10月 には 「民報」が発刊された。「民報」の編集長章柄麟であるが、章も弘
(32)

文学院にi籍を置いたことがある。孫中山はその発刊の辞で、民族主義、民権

主義、民生主義の 「三民主義」を始めて提唱 した。「民報」は中国留 日学生

や華僑ばかりか、中国国内でも飛ぶように売れ、1年 あまりで7版 を重ねた

と言われる。

この 「民報」に論文を載せた人物の中には、一方においては孫中山をは じ

めとする広東系の人物がいる。その代表的な論客は江兆銘と胡漢民である。

胡の 「新民叢報の誤謬を斥ける」は有名である。胡は1902年 、官費留学生

として黄興と同 じ弘文学院に入学 した。同盟会に参加 し孫中山の秘書となっ

ている。

以上の二人を広東系で孫中山に近い人物とするなら、黄興等の湖南系の人

物で 「民報」の論客として極立 った活躍を した人物は陳天華である。陳は革

命を鼓吹するパ ンフレット「猛回頭」「警世鐘」「獅子吼」の著者で、同盟会

の書記を務めたが、清国留学生取締規則事件の折 り、大森海岸で投身自殺を

し、「絶命書」で同規則 と中国人に対する日本世論の侮蔑に強 く抗議 した。

「民報」は、江兆銘、胡漢民、宋教仁、陳天華 といった新進気鋭の論客を
(33)

そろえて梁啓超 の 「新民叢報」 を1年 のうちに完全に圧倒す るのである。当

時、弘文学院 に学 んでいた一人の留学生 ・黄尊三 の1905年12月3日 の 日記

を見 ると 「〈民報〉を見 る。(略)革 命を鼓吹 し、民族主義 を提唱す 、文字頗

佳 、説理亦た透 る、価値 、〈新民叢報〉の上 に在 り」 と評価 してい る。黄 は

同年6月 頃には 「新民叢報」 を愛読 していた。黄は革命運動 と学 習の両立の
{34)

問題で悩んでいた一般的な学生である。

(3)同 盟会の成立は中国留日学生の運動に新 しい拍車をかけ、同盟会は
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留学生運動を指導 した。最初に指導 した運動は、清国留学生取締規則反対運

動であった。清国政府は特に、私費留学生が同盟会に参加 して活動すること

に神経をとが らせ、私費留学生の取締を日本政府に依頼 した。

既に1902年 、在 日留学生が増えは じめた頃か ら駐 日清国公使館は留学生

の革命運動に神経をとがらせていた。支那亡国紀念会を中止させ、私費留学

生が陸軍学校に入学す ることを禁止させ(1902年)、 拒俄義勇隊の運動を弾

圧 し(1903年)、 さらに1905年 の私費留学生の取締となったのである。

1905年11月 、 日本の文部省は 「清国人を入学せ しむる公私立学校に関す

る規程」を公布 した。この中で留学生が特に問題にしたのは、第9条 の、留

学生を 「寄宿舎叉は学校の監督に属する下宿等に宿泊せ しめ校外の取締をな

すべ し」というものと、第10条 の、留学生のうち 「性行不良」で退学になっ

た学生は再び他の学校に入学することができない、としたものである。 しか

し中でも一番問題にされたのは、第1条 の、留学生が日本の学校に入学 しよ

うとする時には、入学願書に添えて清国公使館の紹介状が必要である、とし
(35)

たことである。

時 あたか も、孫 中山は10月7日 ハ ノイに赴 き、黄興 も11月26日 香港 ・

桂林方面 に赴 いていた。 同盟会では張継が責任 を負 っていた。張 も弘文学院

に籍を置いた ことがある。 同盟会本部は取締規則反対運動を協議 し、宋教仁、

胡瑛 に中国学生連合会を成立 させ て、 この運動 を指導す るように した。連合

会は12月1日 「学生公稟」 という長文 の意見書を文部省 に提 出 した。5日

には300名 の留学生が富士見軒で大会 を開き声 明書を発表 し、清国公使館 と

交渉 しようと したが、相手にされ なか った。

12月8日 、弘文学院の留学生が先ず ス トライキに入 り、その後経緯学堂 、

早稲 田大学 、大成学校等の留学生 が相次いでス トに入 った。12月 中旬 には、

学校 を退学 して集 団的 に帰 国す る留学生が相次 ぎ、そのi数は2000名 に達 し
(36)

た 。
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(4)こ の運動中あるいは運動後 に帰国 した留学生 の中の同盟会員 は、中

国国内で 同盟会分会 をっ くり、学堂 を拠点と して革命思想 を宣伝 し、あるい

は会党、新軍の中に潜伏 して革命活動 を展開 した。更 にまた、同盟会会員の

自発的 な革命運動 も展開された。

一方
、 同盟会成立後、孫中山、黄興等は国内と東南 アジアの各地 に同盟会

分会 をっ くり、革命 に必要 な準備 を始めた。1906・年秋 ・冬 、孫中 山は東京

で黄興 、章柄麟等 と共 に 「革命方略」 を制定 し、革命勃発後 に布告す べ き

「軍政府宣言」「軍政府 と各国民軍 の関係」「軍隊の編制」「軍人紀律」「対外

宣言」等具体的方針 と政策を作成 した。

この時、孫中山の東京での もう一つの重要 な活動は、1906年12月2日 に

神 田錦輝館で開催 された 「民報」1周 年記念大会であ った。空前 の盛会で約

1万 人が参加 した。孫中山は、三民主義思想 と中国民族の前途 そ して五権憲

法にっいて演説 した。「民報」は創刊以来、中国留 日学生等の雑誌 、「雲南」、
(37)

「復報」、「豫報」、「洞庭波」等 の創刊 を援助 し、革命の気運 を高めた。

このような活動は清朝支配 に大 きな衝撃を与えた。清国政府 は東京 を根拠

地 とす る孫中山の同盟会 の破壊工作 に取 りかか った。 日本政府 は清国政府 の

要 求を聞き入れ 、1907年3月 、孫中山を 日本 か ら追放 した。3月4日 、孫

中山は注兆銘、胡漢民等 と共 に横浜か ら香港経 由で シンガポールに赴 いたの

である。孫中山が次に来 日す るのは1910年6月10日 であ った。

5.結 び

(1)第2章 で 「中国留 日学生 と辛亥革命」 と題 しその特徴を整理 したが、

弘文学 院出身者 もそのすべ てに関係 してお り、その一つの典型 を示 している

ようである。例 えば同盟会庶務科 に黄興、張継、劉揆一が、書記科 には胡漢

民が、司法科 には宋教仁が各 々就 いている。また広範 な宣伝活動 を推進す る

際 に、陳天華 の書いた 「猛 回頭」「警世鐘」「獅子吼」のパ ンフ レッ トは大 き
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な影響 をもた らした。そ して黄興 のような極 めて優秀 な指揮官ばか りで なく

各地の蜂起 の第一線において、呂志伊 、黄銃英 のような優秀 な リー ダーや陳

可釣、林覚 民のような烈士 もいた。

弘文学院 の特徴 の一つ に、速成科 中心 の運営 が あげ られ る。速成課程 は

1906年 以降廃止 され るが、同学院開設1902年 以降5年 間にっいて見 ると、

速成科卒業生は93%(1830名)で 、その内8割 は師範科関係の修了者であ っ
(38)

た。就学期間は1年 、8ヶ 月、6ヶ 月(中 には4ヶ 月 もあ る)で あるが、そ

の出入 りは弾力性のある課程 のようであ る。例 えば1903年4月 に入学 した

劉揆一、陳天華は同年11月 に長沙で黄興 と共 に華興会 を組織 している。宋

教仁 は1904年12月 に入学 している。

黄興は速成師範科の第1回 の卒業生である。師範科修了者(中 途者 も含め

て)の 大半が帰 国後、学堂等で教職 に就 いた と思われる。その全てが黄興 と

同様 に、積極的 に革命思想 の宣伝に務めた とは思えないが、革命のための世

論作 りに大 きな貢献を した と言 っても過言ではない。またこの5年 の間には、

拒俄運動、同盟会成立、孫中山との大会等での出会 い、民報発刊、留学生取

締規則事件等、劇的 な出来事が多い。 日本滞在 は短期間であ ったが、多 くの

触発を受けて陸続 と帰 国 してい ったのであ る。

弘文学院のもう一つ の特徴 として、湖南 ・湖北 出身者が多いことがあげ ら

れ る。両湖総督張之洞の請により、嘉納 が留学生を受け入れた という背景が

あ ったQ1902年 か ら1906年 まで の卒業生全体 の41%(湖 南206名 、湖北

603名 、計809名)で 最大であ った。湖南か ら黄興、楊度、劉i揆一・、陳天華、

宋教仁が、湖北か ら李書城、万声揚、楊時傑 、李四光が入学 している。 クラ

ス編成は言語の関係か ら出身省別 に行われたので、相互 に親密 な交流があ っ

た。 これ らのメ ンバーを中心 と して、卒業生(中 途者 も含 めて)の 多 くは湖

南 ・湖北の革命運動に多大 な貢献をもた らした と思われ る。

(2)孫 中 山は1894年 興 中会成立か ら約10年 間 は、華僑や会党 を革命の
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中心的 な力 と見 な して いた。1905年 か らは中国革命 同盟会 を中心 に中 国留

日学生の力を大 いに借 りなが ら革命を推進 してい った。1905年 に 「民報 」

を発刊す るが、留 日学生の新進気鋭 の論客で、1年 後には梁啓超の 「新民叢

報」を凌駕 している。同年の清国留学生取締規則事件の際には、同盟会のお

かげで留 日学生 は組織 立 った運動が可能 にな った と考 え られ る。1906年 に

孫 中山は 「革命方略」を作 り上げるが留 日学生 の果た した役割は極めて大で

ある。留 日学生は、 このように孫 中山と劇的 な出会 いを した後、質的変化 を

とげ なが ら減少 して行 くのである。

孫中山は1900年 か ら1903年 まで 日本滞在中 に、大会 の開催や、訪問を受

けた り、留学生の雑誌への投稿等 を通 しなが ら、留 日学生 との接触を開始 し

た。1903年 に離 日し、再度 の来 日が同盟会成立 に繋 が るので あるが、その

存在の大であることに驚かされ る。当時 日本には種々の革命団体があり、各 々

が独 自の運動 を展開 していた。それ を統合す る過程で宮崎等の努力もあ った

が、やは り孫 中山 という人物が存在 しなけれ ば達成は不可能であ ったであろ

う。以前 もそうであ ったが、同盟会成立以後、孫 中山は更に留 日学生の精神

的 なシンボル的存在 になってい った。革命 に対す る大情熱が、周囲をそうさ

せたのであろうか。

(3)牧 口は1904年 か ら1909年 まで弘文学院で講 師を続け、ほぼ 同学 院

の歴史と共 に歩んだ ことになる。地理学の特に人生地理学 の講義を通 じて多

くの留学生 と交流を持っ ことができたのであ る。嘉納か らの信任 もあ ったの

であろうか、1905年 か らは茗渓会(東 京高等師範学校 同窓会)書 記(庶 務

会計)も 務めている。 なお弘文学院が閉鎖 された翌年 の1910年 の 日付けで、

牧 口は 「東京宏学院講師 牧 口常三郎」の肩書きを使 った ことがある。残留

した留学生に教 えていたのであろうか。 これは今後の課題 と したい。
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